
















































1 mutation rule: トレーダーの相場観は、強気 (bulisめから弱気 (bearish)、またはその逆に、確
率m でランダムiこ変化する。
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これらを十分に大きな数N のもと、適当な時間スケーノレ 7で、 N+(s)-Nj2→Xk、S(s)jN→Yk
として決定論的な連続記を撞すと、
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van der PolシステムはHopf分岐することが知られているc その条件は、遅れの無いシステムの場
合は不動点見切の瀬近安定性分析により容易に求められて、 m=3/4でHopf分岐を起こすことがわ
かる。このシステムは m < 3/4では不動点周りの、不動点から離れようとする解の流れの領域(負牲



















大小によるシステム挙動の解釈は、この仮設に合致している{図 1参照)。すなわち、 m が大きい(確


















およこす 200 300 4∞磁産車百E 翻翻 1000
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ここで、為=(ー十Xk)(一一九)である。システム (3)はvander Polシステムではないが、不動点属2' '.n 2 
9の漸近安定性分析により、岳昂振動子であることがわかる。すなわち、任意のランダムピックアッ
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